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修士論文要旨
問題の所在
　現代日本社会において発達障害は様ざまな意味を含みな
がら語られる障害である。「空気が読めない」、「落ち着きが
ない」と表現される発達障害は、個性の一部であるとも言
える。そのため言葉のみの認知度が高められ、その言葉が
誰のどのような障害を指しているのかという「わからなさ」
が存在している。「わからなさ」を生みだしている原因のひ
とつに、発達障害という言説がせめぎ合っていることが考
えられる。
第１章　発達障害という言説
　本研究における理論的枠組みとして社会構成主義とナラ
ティヴ・アプローチを説明した。発達障害をめぐる言説の
アクターとして医学・福祉・教育・当事者の４つが考えら
れた。これらのアクターの言説のせめぎ合いが発達障害の
「わからなさ」を招いていることが想定された。
第２章　発達障害の概念とその変化
　世界における自閉症、LD（Learning Disorder：学習障
害）、ADHD（Attention Deficit Hyperactivity Disorder：
注意欠陥多動性障害）の医学的な歴史変遷を追うとともに、
現在の診断基準と指導をまとめた。
　日本においては、医学的な歴史変遷だけではなく、社会
背景も併せて追った。1990年代、発達障害は発達障害児の
親の会の啓蒙活動、学級崩壊などの一因として注目される
ようになった。そのなかで発達障害は親や学校の責任では
なく、児童自身に何らかの障害などがあると考えられるよ
うになった。そして2000年代には発達障害は適切な療育を
しなければ犯罪者になるといった言説が流布された。また
教育現場における「軽度発達障害」という言葉は特別支援
教育の推進の過程で誕生し、いわゆる「気になる子ども」
を指し示した言葉であると言えた。
第３章　発達障害への「支援」
　特別支援教育制度（2003）によって発達障害は、学校の
みの問題ではなく、地域や他領域との連携により支援がな
されることとなった。特別支援教育制度は発達障害を抱え、
悩む親・児童を救うことになった。しかし、教室の児童が
発達障害であるかの判断を行うのは現場の教師である。発
達障害のもつ「わからなさ」は「発達障害というラベリン
グのインフレ（照山，2013）」を招くことになった。
　成人になり発達障害と診断された「中途診断者」は、社
会的支援の制度を設立させるための「反面教師」の役割を
負わされた。発達障害者支援法（2007）において「中途診
断者」の存在は、発達障害者が直面する問題を予防・改善
していくための早期発見・早期支援の必要性を示すもので
あった。
　
第４章　発達障害者の語り
　発達障害者による自伝を対象として、ライフストーリー
を分析した。対象は、一人を除いて中途診断者であり、２
冊以上の書籍を出版し、ライフストーリーの記述が次の４
つの分析項目を満たしていた５名とした。結果として、①
「診断される前の生きづらさ」では、「日常生活における人
間関係からの孤立と排除」の共通カテゴリーが挙げられた。
②「『普通』を演じる」では「否定的努力」の共通カテゴ
リーが挙げられた。③「障害の受容」では「障害を好意的
に受け取る」場合と「障害を好意的に受け取りながらも迷
い、困惑、葛藤、怒りが生じる」場合の二つが共通カテゴ
リーとして挙げられた。④「『普通』とは」では、対象者が
どのように「普通」を認識しているかによって、それぞれ
が抱く「社会への希求」が明らかになった。当事者は自伝
によって「自己のあり方」を探ると同時に、社会に「自己
のあり方」を提示しようとしていた。
終　章
　医学・教育・福祉の研究や臨床の場で生成される言説は、
現代日本社会に生きる我われに「発達障害とは何であるの
か」を提示する。それぞれの言説を真実であると我われは
認識しようとするが、必ずしも真実は一様ではない。
　発達障害の当事者は、医学・教育・福祉が生成する言説
のせめぎ合いのなかで「自己のあり方」を探っている。彼
らの提示する「自己のあり方」はオルタナティヴな言説と
なり、現代日本社会によってつくり出された発達障害の「わ
からなさ」を調和し、「発達障害とは何であるのか」という
真実の読みかえを試みていると考えられた。
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